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【手続補正書】
【提出日】平成26年9月2日(2014.9.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を表示する方形状の表示画面を有する表示部と、
　前記表示部の前記表示画面以外の周縁領域のうち、前記表示画面の第１の辺に対応する
領域に配置され、オブジェクトを撮影する第１撮影部と、
　前記周縁領域のうち、前記第１の辺と隣り合う第２の辺に対応する領域に配置され、前
記オブジェクトを撮影する第２撮影部と、を備える、
　表示装置。
【請求項２】
　前記第１撮影部、および、前記第２撮影部のうち、前記オブジェクトが映り込んでいる
画像を撮影した方を、前記オブジェクトの撮影に使用する少なくとも１つの撮影部として
決定する第１決定部を備える、
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記第１撮影部により撮影された画像の輝度値が、前記第２撮影部により撮影された画
像の輝度値よりも高い場合は、前記第１撮影部を、前記オブジェクトの撮影に使用する少
なくとも１つの撮影部として決定する一方、前記第２撮影部により撮影された画像の輝度
値が、前記第１撮影部により撮影された画像の輝度値よりも高い場合は、前記第２撮影部
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を、前記オブジェクトの撮影に使用する少なくとも１つの撮影部として決定する第１決定
部を備える、
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記表示装置の姿勢を検出する第１検出部と、
　前記第１検出部により検出された前記表示装置の姿勢に基づいて、前記第１撮影部およ
び前記第２撮影部のうちの何れかを、前記オブジェクトの撮影に使用する少なくとも１つ
の撮影部として決定する第１決定部と、を備える、
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記表示装置の姿勢に基づいて、前記第１の辺の延在方向を示す第１方向と、前記第２
の辺の延在方向を示す第２方向とを特定する特定部をさらに備え、
　前記第１決定部は、前記オブジェクトである観察者の両目を結ぶ線分を示す基準線と、
前記第１方向とのなす角度を示す第１角度が、前記基準線と前記第２方向とのなす角度を
示す第２角度よりも小さい場合は、前記第１撮影部を、前記オブジェクトの撮影に使用す
る少なくとも１つの撮影部として決定する一方、前記第２角度が前記第１角度よりも小さ
い場合は、前記第２撮影部を、前記オブジェクトの撮影に使用する少なくとも１つの撮影
部として決定する、
　請求項４に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記第１撮影部および前記第２撮影部のうち、少なくとも前記第１決定部により決定さ
れた方の撮影部により撮影された画像を用いて、当該画像内に前記オブジェクトが存在す
るか否かを検出する検出処理を行う第２検出部を備える、
　請求項２から請求項５の何れか１項に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記検出処理により検出された前記オブジェクトの位置およびサイズを示すオブジェク
ト位置情報に基づいて、実空間上の前記オブジェクトの３次元位置を推定する推定部を備
える、
　請求項６に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記推定部により推定された前記３次元位置を含むように、観察者が立体画像を観察可
能な視域を決定する第２決定部と、
　前記第２決定部により決定された前記視域が形成されるように、前記立体画像を表示す
る前記表示部を制御する表示制御部と、を備える、
　請求項７に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記画像を前記表示部に表示する制御を行う表示制御部を備え、
　前記表示制御部は、前記第１角度が前記第２角度よりも小さい場合は、前記第１の辺用
の画像を前記表示部に表示する制御を行う一方、前記第２角度が前記第１角度よりも小さ
い場合は、前記第２の辺用の画像を前記表示部に表示する制御を行う、
　請求項５に記載の表示装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　実施形態の表示装置は、表示部と、第１撮影部と、第２撮影部とを備える。表示部は、
画像を表示する方形状の表示画面を有する。第１撮影部は、表示部の表示画面以外の周縁
領域のうち、表示画面の第１の辺に対応する領域に配置され、オブジェクトを撮影する機
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能を有する。第２撮影部は、周縁領域のうち、第１の辺と隣り合う第２の辺に対応する領
域に配置され、オブジェクトを撮影する機能を有する。
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